
 

第５４回インターアクト指導者講習会 報告 

2022年 6月 24日（金）今回は、館山総合高等学校 
がホストとして千葉県南総文化ホール 
（館山市）におかれまして約 3 年ぶりに対面の形で 
第５４回インターアクト指導者講習会が開催されました。 
この講習会は、各クラブにおいて指導的立場にある生徒 
(部長や副部長など)の育成を目的としています。 
市原中央高校インターアクトクラブからは 3 年生の葛岡さんと 
２年生の片岡さんが参加され顧問の石井先生が帯同されております。 
10 時 30 分より開会式が行われ、その後３つのグループに分かれ 
グループワークを中心に講習は展開され市原中央高校 
インターアクターは第一志望の『インクルーシブ教育と交流学習について』をテーマに、多様な人々が同じ
空間で学習をするためには、お互いが理解し受け入れることができる環境と個性を最大限活かせるシステ
ム作りが重要であることを学びました。 
お昼休憩をはさみ午後から、まとめ作業を行い各グループの報告へと進みました。 
葛岡さんは７月の文化祭をもって実質の引退となりますので、引継ぎの意味合いを兼ねて最後の発表では
３年生の葛岡さんが他校に負けないくらい堂々と発表をされておりました。 
以上で本年度、最後の活動報告となります。 
一年間多岐にわたり皆様のご指導ご鞭撻並びに沢山のご協力ありがとうございました。 
引き続き次年度も宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 


